
 

   

    
  

   
 

   
 

  
  

     
     
 

  
 
 
 

 
  
  
  

 
  

  
   
  

 

 







 

 
 

 
   

 

 
  

 
  

  
  

  
 

 
 

  
 

  
   
   
  
  

   
   

 
 

  
   

   
 

  
   
   
   
   

  
   

  
 

  
   

  



 

 
   
   
  
   
   
   
   

  
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

  
 

 

 

 
 

 
 
 

 

 

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

  

 
 

 

 
 

 
 

 

 

  

 

  

 

 

  
        

 
 

 
 

 
 



京都市における自殺の状況について 

＜参考＞ 自殺の統計について 

自殺の統計には警察庁「自殺統計」と厚生労働省「人口動態統計」がある。 

１ 警察庁「自殺統計」 

警察庁「自殺統計」は、国内の総人口（日本に在住する外国人を含む。）を対象として、    

自殺死体発見時点（正確には認知時点）での発見地を基に計上している。捜査等によって、   

自殺であると判明した時点で、自殺統計原票を作成し、計上している。 

２ 厚生労働省「人口動態統計」 

厚生労働省「人口動態統計」は、国内の日本人を対象とし、死亡時点での住所地を基に計上し

ている。自殺、他殺あるいは事故死のいずれか不明のときは自殺以外で処理しており、死亡診断

書等の作成者から自殺の旨訂正報告があった場合は、遡って自殺に計上している。 

 

１ 警察庁統計に基づく自殺の状況について（Ｒ５は暫定値） 

（１）全国の自殺者数の推移                            （単位：人） 

※厚労省 HP「地域における自殺の基礎資料」B8 表（市町村・発見日・発見地）から作成。 

 

（２）本市の自殺者数の推移                            （単位：人） 

※厚労省 HP「地域における自殺の基礎資料」B8 表（市町村・発見日・発見地）から作成。 

資料１ 



（３）本市の年齢別自殺者数の推移 

※厚労省 HP「地域における自殺の基礎資料」B8 表（市町村・発見日・発見地）から作成。 

 

（４）こどもの自殺者数の推移 

※京都市の小中高生の自殺者数の公表データがないため、近似値として 20 歳未満の自殺者数を比較したもの。 

※厚労省 HP「地域における自殺の基礎資料」から作成。 

 

 

 

 

  

自殺者数（人） 



２ 人口動態統計による自殺の状況について（Ｒ４までの推移） 

（１） 全国の自殺者数の推移 

※ 厚生労働省「人口動態統計」から作成。 

 

（２） 本市の自殺者数及び自殺死亡率（10 万人対の自殺者数）の推移 

※ 厚生労働省「人口動態統計」から作成。 

 

  

自殺者数（人） 自殺死亡率 



（３）指定都市における自殺死亡率の推移 

  平成 30 年 令和元年 令和 2 年 令和 3 年 令和 4 年 

1 岡山市（11.2） 京都市（12.2） 岡山市（12.8） 熊本市（12.6） 岡山市（12.0） 

2 熊本市（11.5） 仙台市（12.7） 京都市（13.4） 川崎市（13.2） さいたま市（13.8） 

3 広島市（12.2） 熊本市（13.0） 浜松市（13.7） 浜松市（13.3） 広島市（14.1） 

4 名古屋市（12.8） さいたま市（13.0） 広島市（14.1） 静岡市（13.6） 京都市（14.3） 

5 横浜市（12.9） 川崎市（13.0） 静岡市（14.5） さいたま市（14.3） 横浜市（14.8） 

6 相模原市（13.1） 横浜市（13.1） 新潟市（14.8） 京都市（14.4） 浜松市（15.4） 

7 さいたま市（13.3） 名古屋市（13.1） さいたま市（14.8） 名古屋市（14.6） 名古屋市（15.5） 

8 浜松市（13.6） 岡山市（13.2） 横浜市（15.0） 横浜市（15.2） 仙台市（15.6） 

9 京都市（13.7） 北九州市（13.7） 川崎市（15.3） 千葉市（15.3） 川崎市（15.8） 

10 千葉市（13.7） 福岡市（13.8） 北九州市（15.9） 新潟市（15.6） 神戸市（16.1） 

11 静岡市（13.8） 広島市（13.8） 札幌市（15.9） 岡山市（15.7） 静岡市（16.5） 

12 仙台市（14.0） 浜松市（14.0） 名古屋市（16.0） 北九州市（15.7） 千葉市（16.9） 

13 川崎市（14.1） 相模原市（14.1） 神戸市（16.1） 神戸市（16.1） 福岡市（17.0） 

14 神戸市（14.7） 堺市（14.9） 熊本市（16.1） 広島市（16.1） 札幌市（17.3） 

15 札幌市（15.2） 神戸市（15.4） 千葉市（16.3） 堺市（16.3） 新潟市（18.0） 

16 新潟市（15.6） 新潟市（15.6） 福岡市（16.3） 札幌市（17.0） 熊本市（18.4） 

17 福岡市（15.6） 札幌市（16.3） 堺市（17.6） 仙台市（17.1） 北九州市（19.2） 

18 北九州市（17.1） 静岡市（17.1） 仙台市（17.9） 福岡市（17.1） 相模原市（19.5） 

19 堺市（17.2） 大阪市（17.1） 相模原市（18.1） 相模原市（17.2） 堺市（20.0） 

20 大阪市（18.7） 千葉市（17.1） 大阪市（21.8） 大阪市（19.3） 大阪市（21.0） 

※自殺死亡率の低い順 ※（  ）内は自殺死亡率           ※ 厚生労働省「人口動態統計」から作成。 

 

（４）令和４年中における自殺の概要 

 

ア 京都市 ○ 自殺者数： R3  209 人→  R4  207 人（対前年比：-0.9％） 

（内訳）男性：125 人（対前年比：-6人）  全体の 60.4％ 

女性： 82 人（対前年比：+4人） 全体の 39.6％ 

○ 自殺死亡率： R3  14.4→  R4  14.3（20 指定都市の中で 4 番目に低い） 

 

 

イ 全 国 ○ 自殺者数： R3  20,291 人→  R4  21,252 人（対前年比：4.7％増） 

（内訳）男性：14,362 人（対前年比：+854 人） 全体の 67.6％ 

女性： 6,890 人（対前年比：+107 人） 全体の 32.4％ 

○ 自殺死亡率： R3  16.5→  R4  17.4 

 

 

 

 

 

 



＜参考＞地域自殺実態プロファイルから見える本市の自殺の特徴 

（１）指標ごとの自殺死亡率と全自治体におけるランク 

H30～R4 合計 
京都市 
指標値 

ランク 
全国 

指標値 
  京都市 

自殺率 
全国 

自殺率 

総数 14.4 － 16.3  

男性 

20 歳未満 4.06 3.94 

男性 19.5 － 22.7  20 歳代 24.90 24.26 

女性 9.9 － 10.1  30 歳代 17.17 24.40 

20 歳未満 2.9 ★ 3.1  40 歳代 23.21 26.29 

20 歳代 17.8 － 17.9  50 歳代 25.91 30.44 

30 歳代 13.5 － 17.1  60 歳代 17.87 23.96 

40 歳代 16.7 － 18.6  70 歳代 24.09 26.23 

50 歳代 17.8 － 21.6  80 歳以上 25.49 34.32 

60 歳代 14.9 － 17.4      

70 歳代 18.4 － 19.5  

女性 

20 歳未満 1.67 2.72 

80 歳以上 16.3 － 20.6  20 歳代 10.87 12.12 

若年者(20～39 歳) 15.6 － 17.5  30 歳代 9.93 9.91 

高齢者(70 歳以上) 17.5 － 20.0  40 歳代 10.55 11.12 

勤務・経営注） 11.6 － 14.3  50 歳代 10.17 13.04 

無職者・失業者注） 27.1 － 34.9  60 歳代 12.11 11.01 

注）個別集計に基づく 20～59 歳を対象とした自殺死亡率 

★ランクは全市区町村中、上位 20～40%に入ることを示す。 

 70 歳代 13.87 12.86 

 80 歳以上 11.23 12.63 

※出典：自殺総合対策推進センター「地域自殺実態プロファイル（2023）」 

 

（２）性別・年代別・職業の有無で分類した自殺者数（不詳の数を除く。）の上位 5 区分 

H30～R4 合計 
男性 女性 

京都市 全国 京都市 全国 

1 位 70 歳代無職 40 歳代有職 70 歳代無職 70 歳代無職 

2 位 50 歳代有職 70 歳代無職 60 歳代無職※1 
・ 

80 歳以上無職※1 

80 歳以上無職 

3 位 40 歳代有職 50 歳代有職 60 歳代無職 

4 位 20 歳代無職 80 歳以上無職 40 歳代無職 50 歳代無職 

5 位 
40 歳代無職※1 

・ 
80 歳代無職※1 

30 歳代有職 50 歳代無職 40 歳代無職 

※自殺総合対策推進センター「地域自殺実態プロファイル（2023）」から作成。  ※1同数 

 

 

 

 

 

  



（３）若年者関連 

全国と比較した本市の児童・生徒等の自殺者数及び自殺割合について 

 京都市（H30～R4 合計） 全国（H30～R4 合計） 

児童・生徒等

（全年齢） 
自殺者数（人） 割合※1（％） 自殺者数（人） 割合※1（％） 

中学生以下 5 5.9 725 15.1 

高校生 9 10.6 1,518 31.5 

大学生 62 72.9 2,006 41.7 

専修学校生等 9 10.6 564 11.7 

合計 85 100 4,813 100 

※出典：自殺総合対策推進センター「地域自殺実態プロファイル（2023）」 

※1 児童・生徒等の自殺者数の合計に占める各欄の自殺者数の割合。 

 
（４）中高年女性関連 

全国と比較して自殺死亡率が高い区分（性別、年齢階級、同居人・職業の有無で 24区分に分類） 

区分 
自殺者数 
5 年計 

自殺率 
(10 万対) 

全国 
自殺率 

背景にある主な自殺の危機経路の例※ 

女性 60 歳以上有職独居 5 10.2 7.7 死別・離別＋身体疾患→うつ状態→自殺 

女性 60 歳以上無職独居 74 24.0 20.2 死別・離別＋身体疾患→病苦→うつ状態→自殺  

   ※生活状況別の自殺に多くみられる全国的な自殺の危機経路を例示したもの。 

※出典：自殺総合対策推進センター「地域自殺実態プロファイル（2023）」 



 
 

令和５年度 京都市における自殺対策の取組について 

１ 普及啓発・教育地域づくり（事前予防 prevention） 

① 普及啓発 

１ 

啓発イベント「ライフ in 灯〈ライト〉きょうと２０２３」の開催（９月８日） 

 京都府・こころのカフェきょうと・京都自死自殺相談センターとの４者共催で、パネ

ル展示や遺族の思いの発信、ＬＥＤろうそく点灯などを行った。 

２ 

市民を対象とした講演会 

 ○ゲートキーパー養成研修（８月３０日開催 参加１１３名） 

 （こころの健康講座と兼ねて実施） 

 「知っておきたい、うつ病のこと～誰かのゲートキーパーになるために～」 

○アルコールと健康を考えるセミナー（１０月７日開催 参加９２名） 

「依存症 知れば知るほど じぶんごと～いま、若者とともに考える～」 

○依存症市民講座（１月３１日 参加９２名） 

「依存するこころとからだ～依存症について知ろう～」 

３ 

電子媒体による情報発信 

 ○ホームページ、フェイスブック、行政情報放映用モニター等を活用した「自殺予防

啓発ムービー」の放映、「ストレスマウンテン京都市版」等による啓発、検索連動

型広告・TikTok 広告等を活用した相談窓口情報の発信 

○ＬＩＮＥ公式アカウント「われらは京都市ゲートキーパーズ」からの情報配信 
○「大学のまち京都・学生のまち京都」公式アプリ KYO-DENT からの情報発信 

４ きょう いのち ほっとブック事業（９月）市内２０図書館 

５ 各区こころのふれあいネットワーク事業による自殺予防についての啓発 

６ 国保だより掲載「コロナとこころの健康」（令和５年度号）２０万世帯に配布 

７ 
アルコール・薬物依存症者対策の推進 

 講演会・研修会の実施（再掲）、自助グループの支援 

 

② 人材育成・教育 

 

 

１ 

ゲートキーパー養成等のための研修 

・市民を対象とした研修（１１３人） 

 ・市職員を対象とした研修（５９２人） 

  （うち、ゲートキーパーe-ラーニング研修（３２５人）） 

 ・その他の関係機関等を対象とした研修（４２８人） 

 ※１２月末まで 

２ 
「かかりつけ医・産業医うつ病対応力向上研修会」の実施（市内全域で１回） 

（８月３１日 参加３２名） 

３ 
一般科医・精神科医ネットワーク交流会（Ｇ－Ｐネット）」の実施（１回） 

（２月３日伏見医師会と共催で開催 参加２３名） 

４ 
医療機関と連携した自殺未遂者・ハイリスク者支援・医療従事者支援者養成研修 

（１２月１日 参加５２名） 

５ 
大学と連携した教職員の研修等 

若者のこころに寄り添う支援者への研修会（８月２５日 参加７０名） 

６ 
京都いのちの電話相談員養成事業（補助） 

 自殺予防のための電話相談員を養成する事業への補助 

資料２ 



 
 

③ 関係機関連携 

２ 相談支援・スクリーニング・リスクアセスメント（危機対応 intervention） 

１ 

自死遺族・自殺予防こころの相談電話（きょう・こころ・ほっとでんわ）の運営 

 開設時間：毎日２４時間 

 相談件数：９，３２２件（自死遺族８１件、自殺予防２７７件、その他８，９６４件） 

※１２月末まで 

２ 

電話相談後のフォロー体制の確保 

自死遺族・自殺予防こころの相談電話（きょう・こころ・ほっとでんわ）」で把握し

た、専門的な悩みを持つ市民を、適切な専門相談窓口に確実に繋ぐことができる体制を

確保し、相談体制の強化を図る。 

３ 

「きょう ほっと あした～くらしとこころの総合相談会～」の開催 

自殺総合対策連絡会に参加している団体と連携し、相談会を１２回実施（定例相談年

間９回、土曜相談年間３回予定）。学生及び初回相談者の予約を優先して実施。 

また、昨年度から、対面相談またはオンライン相談を選択できるようにした。 

来所人数：９０人 相談延件数：１４３件 再掲オンライン相談延件数：１０件 

※１２月末まで 

４ 

相談員に対する研修会 

 第１回相談員研修会（８月２５日） 

 第２回相談員研修会（８月３０日） 

 第３回相談員研修会（１２月１日） 

 第４回相談員研修会（１２月１２日） 

５ メール相談事業（補助） 

６ 「かかりつけ医・産業医うつ病対応力向上研修会」の実施（市内全域で１回）（再掲） 

７ 一般科医・精神科医ネットワーク交流会（Ｇ－Ｐネット）」の実施（１回）（再掲） 

８ 医療機関と連携した自殺未遂者・ハイリスク者支援・医療従事者支援者養成研修（再掲） 

９ 
京都府自殺ストップセンターと連携による相談支援 

 事例検討への参加（１回）※１２月末まで 

３ 遺族支援（事後対応 postvention） 

１ 
○「自死遺族・自殺予防こころの相談電話（きょう・こころ・ほっとでんわ）」の開設（再掲） 

○自死遺族の面接相談 

２ 

こころのカフェきょうと（自死遺族サポートチーム）への支援 

・例会（分かち合いの会）の案内 

・こころのカフェきょうと「フリースペース」への支援 

 （１７回 参加者８４名）※１２月時点 

３ 医療機関と連携した自殺未遂者・ハイリスク者支援・医療従事者支援者養成研修（再掲） 

１ 京都市自殺総合対策連絡会の開催（３月１８日） 

２ 京都市自殺総合対策庁内推進会議の開催（１０月２日） 

３ 京都市地域自殺対策推進センターの運営 

４ 京のいのち支え隊への参画 



令和6年1月22日　第6回こどもの自殺対策に
関する関係省庁連絡会議資料から抜粋 資料３





○「こども大綱」（令和５年 12月 22 日閣議決定）（抄） 

 こども基本法に基づき、こども政策を総合的に推進するため、政府全体のこども施

策の基本的な方針等を定めるもの。 

第３ こども施策に関する重要事項 

１ ライフステージを通した重要事項 

 特定のライフステージのみでなくライフステージを通して縦断的に実施すべきも

のとして、また、全てのライフステージに共通する事項として、以下の施策に取り

組む。 

 

 （７）こども・若者の自殺対策、犯罪などからこども・若者を守る取組 

 

 （こども・若者の自殺対策） 

  小中高生の自殺者数が増加傾向にあり、危機的な状況となっている。誰も自殺に

追い込まれることのないよう、生きることの包括的な支援として、こども・若者へ

の自殺対策を強力に推進する。こども・若者の自殺対策については、自殺に関する

情報の集約・分析等による自殺の要因分析や、ＳＯＳの出し方や心の危機に陥った

友人等からのＳＯＳの受け止め方に関する教育を含む自殺予防教育、全国展開を目

指した１人１台端末の活用による自殺リスクの早期発見、電話・ＳＮＳ等を活用し

た相談体制の整備、都道府県等における多職種の専門家で構成される対応チームの

設置促進等による自殺予防への的確な対応、遺されたこどもへ 23 の支援、こども・

若者の自殺が増加する傾向にある長期休暇明け前後の集中的な啓発活動など、体制

強化を図りながら、自殺総合対策大綱 19 及びこどもの自殺対策緊急強化プラン 20 に

基づく総合的な取組を進めていく。 

 
 
19 令和４年 10月 14 日閣議決定。 

20 令和５年６月２日こどもの自殺対策に関する関連省庁連絡会議。 
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